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◎ シリーズ 次代を担う衛生・環境工学者 №.17 東京大学大学
院工学系研究科　都市工学専攻 都市環境工学講座 水環境制御
研究室 准教授 春日郁朗氏を訪ねて 縮小の時代にこそ都市工
学の原点に立ち返る 技術の社会実装を目指して…水道ネット
ワーク通信 有村源介　◎「建設業働き方改革加速化プログラ
ム」を策定…国土交通省　◎海外社会資本事業への我が国事業
者の参入の促進に関する法律案…国土交通省　◎環境経済観
測調査（環境短観）平成29年12月調査確報値…環境省　◎平成
30年度地球温暖化対策関係予算案について…環境省　◎防災
カードゲーム『このつぎなにがおきるかな？』Newリリース！…国
土交通省　◎官庁営繕事業に係る電子納品要領等を改定…国
土交通省　◎１級管工事施工管理技術検定試験「実地試験」の
合格者を発表…国土交通省　◎２級管工事施工管理技術検定
試験の合格者を発表…国土交通省　◎都市再生特別措置法等
の一部を改正する法律案…国土交通省　◎“ダムを見に行こう 
春号2018”リリース…国土交通省　◎地震災害に備え、人口減
少下の水道の安全・安心に向けて（その２）…水道ネットワーク通
信 有村源介　◎ 明日への道標 いつか漂着するまで～水野成
夫とフジサンケイグループ～…㈱日本設備工業新聞社 代表取
締役社長 高倉克也　◎ トピックス 丹保憲仁氏（北大15大総長）が
前人未踏の講演会　◎ 東京ブラリルポ 雑司ケ谷から目白界隈
へ…（一社）スマート水道推進協会会長・㈱日本設備工業新聞社
顧問 坂本弘道　◎建設業における完成工事高調査…配管シス
テム研究会　◎ 新連載 見てきたような話④ 紳士は金髪がお
好き（１）…低空飛行機　◎新・撮った写真が５万枚！？◯…IDE研
究所いでこうじ　◎ トピックス トイレブース工事で特別研修…㈱
岡本　◎「LaCoon」新提案 TOTO便器とセット販売…コマニー
㈱　◎建築着工統計〔2018年１月〕…国土交通省　◎新製品紹
介　◎ニュースファックス　◎エッセイ　西村修一、新田純子

◎ シリーズ 次代を担う衛生・環境工学者 №.16 大阪工業大学
工学部 環境工学科 教授笠原伸介氏を訪ねて 伝統技術 沈殿・
砂ろ過の新たな展開へ…水道ネットワーク通信　有村源介　◎  
　海外レポート ミャンマー訪問記～第３回アジア太平洋水サミット
＆アジア汚水管理パートナーシップ設立準備ワークショップに参
加して～…国土交通省下水道部長 森岡泰裕　◎ トピックス
POLITEC講演活動　全国で通算10回 聴衆の累計1100人以上～
水道政策を後押し 課題解決に貢献～　◎地震災害に備え、人
口減少下の水道の安全・安心に向けて…水道ネットワーク通
信 有村源介　◎平成29年度河川愛護月間「絵手紙」入賞作品決
定！…国土交通省　◎「都市インフラ成熟度モデル」の国際規格
が発行されました…経済産業省　◎機械設備工事積算に係わ
る平成30年３月から適用する標準賃金…国土交通省　◎バリア
フリー法に基づくバリアフリー化の進捗状況について…国土交通
省　◎「高齢者、障害者等の円滑化の促進に関する法律の一部
を改正する法律案」を閣議決定…国土交通省　◎平成30年度
予算案における環境保全経費の概要について…環境省　◎気候
変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018…環境
省　◎高精度な屋内地図を初めてオープンデータ化…国土交通省
◎ 明日への道標 花と星が告げる伝説～ルイ・ヴィトン ブラン
ドの証～…㈱日本設備工業新聞社　代表取締役社長　高倉克也
◎建築物排水管清掃事業者のサービス品質向上をめざす、「優
良事業者認定制度」を実施！…（一社）全国管洗浄協会　◎ 東京
ブラリルポ ひな祭り巡り―三井美術館、雅叙園そして京王プラ
ザホテルへ―…（一社）スマート水道推進協会会長・㈱日本設備
工業新聞社顧問 坂本弘道　◎IDE研究所の設立10周年を迎えて…
IDE研究所 代表 井出浩司　◎ 新連載 見てきたような話③ 巨乳
美女…低空飛行機　◎建設業における完成工事高（１）…配管シ
ステム研究会 南宗庵　◎ トピックス トイレブース工事で特別研
修…㈱岡本　◎「LaCoon」新提案 TOTO便器とセット販売…コマ
ニー㈱　◎建築着工統計〔2017年12月〕…国土交通省　◎新製品
紹介　◎ニュースファックス　◎エッセイ　西村修一、新田純子　

　ベトナム戦争が泥沼化し、アメリカで反戦の気
運が高まった1971年、国防総省の最高機密文書が
暴露された。いわゆるペンタゴン・ペーパーズに
は歴代の政府が無謀な軍事行動を隠蔽し、国民を
欺いてきた歴史的事実が記されていた。ニクソン
政権は記事をスクープしたニューヨーク・タイム
ズを機密漏洩罪で訴えて続報を差し止める。
　公開中の映画『ペンタゴン・ペーパーズ』は圧
力に抗して真実を報道するワシントン・ポストの
戦いを再現した。自殺した夫に代わってオーナー
になったキャサリン・グラハムをメリル・ストリ
ープ、気骨のある編集長をトム・ハンクスが好演
している。わたしは以前「大統領と戦った女」と
いうキャサリンの評伝を本誌に書いたことがある。
お嬢さま育ちの素人オーナーは会社の存続か言論
の自由かという究極の決断を迫られる。
　スティーブン・スピルバーグ監督はトランプ大
統領就任後45日で製作発表を行い、わずか９カ月
で完成させた。「いまマスコミがやらなければな
らないことを思い出させるためだ」とトランプの
排他的な情報操作に警鐘を鳴らしている。
　昨年のゴールデングローブ賞の授賞式ではメリ
ル・ストリープの異例のスピーチが話題になった。
障害のある記者を侮辱したトランプを「権力者の
立場を利用して弱い者いじめをしている」と痛烈
に批判したからだ。ただちに反応したトランプは
「もっとも過大評価された女優」と彼女を罵った。
世界に名だたる大女優は本作による渾身の演技で
醜い罵詈雑言を一蹴している。              （高倉）
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